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●長坂用水

野田町交差点より野田山方向へ進みます。しばらくすると道と水の流れが交

差します。これが長坂用水で、内川の竹林を縫うように緩やかに流れ来て、野

田、長坂、泉野などに、里山からの清々しい水を提供しています。用水に沿っ

て進んでいくと「大乗禅寺」と力強く刻まれた立派な門柱がみえてきます。

●大乗寺

禅宗の名刹「大乗寺」。

モミ、スギ、アカマツ、

サザンカなど、高低木約

12,000本からなる大樹林

に覆われ、山門、仏殿、

法堂など、静けさの中に

歴史を刻み続けている主

要建物が威容を誇ってい

ます。参道左右に屹立
きつりつ

す

るモミ、スギの雄姿や墓

地周辺のアカマツの林。緑に苔むした境内では、野鳥のさえずりがあちらこち

らから響いてきます。

大乗寺は、森閑とした古刹の風格と、年輪を重ねた自然のたくましさを、今

に伝えています。

●大乗寺丘陵

野田山の西斜面、大乗寺丘陵

は、「森の都金沢」にふさわし

い景観上貴重な緑が残っている

一帯です。斜面中腹に建つ西山

蓮如堂周辺は、サクラの木が多

く、見晴らしのよい花見スポッ

トとして知られています。振り

返ると市街地のほぼ全景がパノ

ラマ展望のように広がります。

現在、この丘陵地では「大乗寺丘陵総合公園（仮称）」の整備が進められて

います。夏から秋にかけて赤紫の花を咲かせるハギが一面に広がる「はぎの丘」
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や「お花見広場」「紅葉園」「梅園」など、花木によって美しい四季の移ろいを

体感できる総合公園が誕生する予定です。公園全体の完成は平成２４年春を予

定してますが、整備終了した部分から順次開放しています。（H17年：つつじ

園、H18年：多目的広場予定）

●野田山墓地

市街地から南西部に位置

する野田山。広大な墓地公

園として、前田家墓地をは

じめ金沢にゆかりある著名

人や市民の墓が数多く点在

しています。一帯はおもに

アカマツ林で墓地全体を覆

っています。園内は、その

アカマツの樹陰が日差しを

弱めるためか、湿り気を好

む下草が多くみられます。

お盆や彼岸の頃を除けば、訪れる人も少なく普段は静まりかえっています。

三小牛町に続く勾配ある車道沿いを進み、平坦となった頂上部あたりから左

に折れ、墓地敷地内の舗装された参道を下ります。しばらく下ると、前田家墓

地に続く参道に辿り着きます。

野田山が前田家の墓園となったのは、初代藩主・前田利家の兄利久をここに

葬ったのが墓地の始まりといわれています。利家もこの地に眠っていて、墓所

前に立ち、麓を望めば寺町台のまちなみが、さらに遥かに望めば、小立野台地

が回廊のように、まちなみに緑の帯を巻いています。

●野田口へ

なだらかな参道に沿って下ると、墓地管理事務所前に出ます。網目状に幾重

にも延びる参道では、シダ類がよくみられ、墓石には、種々のコケ類も観察で

きます。管理事務所前を右に進み、覚尊院の六地蔵に出会い、そして再び長坂

用水の水音が聞こえてきたら、そこが野田口。

通りへと続く道の両側には、切り花や線香を置く家々も多く、ほかとは趣を

異にした山麓の風情が感じられます。利家墓守の寺として建立された桃雲寺が

あるのもこの界隈です。
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